
国立歴史民俗博物館・大学共同利用機関等の部局等・教授

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

６２５０１

基盤研究(A)（一般）

2020～2017

高精度同位体比分析装置を用いた古代日本における青銅器原料の産地と採鉱状況の研究

A provenance study of Japanese ancient bronzes using a high precision multi 
collector ICP mass spectrometer

５０２０５６６３研究者番号：

齋藤　努（Saito, Tsutomu）

研究期間：

１７Ｈ００８３４

年 月 日現在  ３   ６   ３

円    32,200,000

研究成果の概要（和文）：皇朝十二銭のうち、富寿神宝から乾元大宝までの８種類を鋳造したと考えられる山口
県の周防鋳銭司跡の発掘調査が行われ、銭貨を鋳造した炉跡とみられる被熱遺構や、それに伴う掘立柱建物跡が
見つかったことから、ここで銭貨鋳造が行われていたことが確実となった。出土した羽口、るつぼ、長年大宝な
どの鉛同位体比分析結果から、原料は主として長登鉱山産と推定されたが、数値にわずかなずれがみられた。こ
れは、朝鮮半島産原料がわずかながら混入したと考えれば説明できる。分析には、鉛が低濃度の資料にも対応で
きるよう、新たに製作した小容量の抽出イオンクロマトグラフィーレジンを使用した。

研究成果の概要（英文）：An archaeological excavation was conducted on the remains of Suo-Suzenji, 
which is believed to have cast eight types of coins, from Fuju-Shinpo to Inuimoto Daiho, in Heian 
period. The remains of the heated furnace and the pillar building associated with them were found, 
which confirmed that the coins were being cast here. From the results of lead isotope analysis of 
the tuyeres, crucibles and coins named Chonen-Taiho, it was estimated that the raw material was 
mainly from the Naganobori mine, but there was a slight deviation in the values.　It can be 
explained by considering that raw materials from the Korean Peninsula were slightly mixed. For the 
analysis, a newly prepared small volume of extracted ion chromatography resin was used for materials
 with low lead concentration.

研究分野：文化財科学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
山口県の周防鋳銭司跡の発掘調査があらためて行われ、炉跡とみられる被熱遺構やそれに伴う掘立柱建物跡がみ
つかり、銭貨鋳造工房であることが確実になるとともに、官人の存在を示唆する大型建物跡一棟や井戸なども確
認された。当該遺跡からは鋳造に関わる羽口、るつぼの他に、承和昌寳、長年大寳も検出された。それらの鉛同
位体比を高精度分析したところ、原料は主として長登鉱山からもたらされたと推定されたが、朝鮮半島の原料が
わずかに混入されている可能性も見出された。試料から鉛を分離する新たな手法として、小容量の抽出イオンク
ロマトグラフィーレジンを利用する方法を開発した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



 

 

様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 

従来、青銅器の主成分のうち鉛の同位体比が原料の産地推定の研究に使われてきたが、その
際に使用されていた表面電離型質量分析装置（TI-MS）は、分析精度が比較的低く（208Pb/207Pb
で 0.2‰程度）詳細な研究には至らなかった。近年、研究代表者・齋藤が所属する国立歴史民俗
博物館は、世界最高精度（208Pb/207Pb で<0.02‰）の高分解能マルチコレクタ ICP 質量分析装置
（MC-ICP-MS）を導入し、より細かな議論にも対応できるようになった。 

青銅器の鉛同位体比分析によれば、古墳時代には中国南部産原料（馬淵・平尾、
1982a;1982b;1983）や、朝鮮半島産原料（科研費（2003〜2005 年度、研究代表者・齋藤、課題
番号 15300296：齋藤ら、2009）が使用されていたことが明らかになっている。 

古墳時代後期以降（6 世紀〜7 世紀頃）になると青銅器原料に日本産のものがあらわれ、鉛同
位体比分析で、6 世紀末〜7 世紀初めまで遡る可能性が指摘されている（齋藤、2012 など）。古
代（8〜10 世紀）に作られた青銅器の鉛同位体比を調べると、大部分の原料は山口県産に収斂し
ており、出土考古遺物や文献史学の研究結果と併せて、長登銅山や蔵目喜鉱山がそれらの産地と
して有力とみられていた（齋藤ら、2002）。鉛同位体比の数値には広がりがあり、単一ではなく
複数鉱山の関与も考えられてはいたが、TI-MS の不十分な精度では、それらの鉱山を識別でき
なかった。その理由としては、分析装置の誤差が大きくてデータにばらつきが生じてしまい、精
密な識別ができなかったことが考えられる。現在は、高精度の MC-ICP-MS によって、近接し
た鉛同位体比を示す鉱山でも、容易に分別が可能になった。 
 
２．研究の目的 

山口県、福岡県、広島県、岡山県などに所在する古墳時代後期遺跡出土青銅資料、それらの
周辺地域および中国・朝鮮半島に所在する鉛鉱山産の鉱石試料、山口県内を中心とする 8〜10 世
紀の遺跡出土青銅資料と伝世青銅資料、山口県内にある銅・鉛鉱山産の鉱石試料などを対象とし、
MC-ICP-MS によって、鉛の高精度同位体比分析を行う。その結果を考古学・文献史学の研究成
果と対比させ、日本産の青銅器原料の開始時期と地域、古代に原料を採掘していた鉱山の絞り込
みと推移を明らかにしていく。 

山口県域は鉱床が顕著に発達しており、7 世紀から 8 世紀にかけて、銅生産に関わる複数の
遺跡が存在する。また、これまでに行われた皇朝十二銭を含む古代青銅製品の鉛同位体比分析結
果からみると、それらの多くに、山口県域の鉱山を産地とする原料が使われたと推定されている。
そして、和同開珎が近江国、播磨国、大宰府、長門国など複数の鋳銭工房で作られていたのに対
し、銅原料が枯渇していくのにあわせるかのように、長門鋳銭司が 825 年に廃絶されたのちは、
富壽神寳から乾元大寳までの銭貨の鋳造を、周防鋳銭司がほぼ独占的に担うようになる。 

これまでの研究では、皇朝十二銭の原料として長登鉱山や蔵目喜鉱山が産地の候補となって
いた（齋藤ら、2002）が、それ以上絞り込むことができなかった。これは、山口県域の地質条件
が比較的類似しており（今岡、2012）、精度の低い分析法では、各鉱山の識別が困難であったた
めである。本研究では、古代までさかのぼる鉱山を中心として、山口県内および古代に稼働して
いた福岡県の香春岳にある鉱山の鉛同位体比を精密分析し、周防鋳銭司跡など、同時期の遺跡か
ら出土した資料と比較して、原料の産地をさぐっていく。 
 
３．研究の方法 

鉱石試料としては山口県内と福岡県香春岳の鉱山、古墳時代後期遺跡出土青銅資料としては
中国四国地方出土の銅鋺、耳環、環頭太刀などを対象とした。山口県内の鉱石は主に山口大学か
ら提供していただき、入手困難なものは国立科学博物館に依頼して入手した。 

本共同研究の期間中に、代表者が所属する国立歴史民俗博物館は、山口大学と包括協定を結
んだ。またちょうど併行する時期である 2017 年度から 2020 年度に、山口大学山口学研究センタ
ーと山口市が国史跡周防鋳銭司跡の発掘調査を実施したため、テーマが合致する本研究も、その
一環として共同研究を進めた。 

 
４．研究成果 

われわれがこれまで進めてきた研究では、青銅製品が主な対象であり、資料中に鉛が少なく
とも％オーダー以上は含まれていたため、高周波加熱分離法によって同位体比分析に十分な量
の鉛を回収することができていた。ただし、この方法は、迅速ではあるものの、システム上、試
料量は数ミリグラム程度が限界であった。一方、本研究では、鉛濃度の低い銅鉱石や製錬時の熔
融物、からみなども分析対象とする必要があったため、この方法では対応しきれなくなった。そ
こで、メーカーに依頼し、特注品として新たに作成してもらった小容量（0.2 ml）の抽出クロマ
トグラフィー用レジンを使用して、真空吸引システムと組み合わせることで、2グラム程度まで
の試料が処理できるようになり、分析できる資料の範囲が大幅に広がった。分離手法は、Gale
（1996）と若木ら（2018）の報告をアレンジした。なお、この方法によれば、同一の資料から鉛
とストロンチウムの両方を連続的に回収できるので、それらの同位体比と鉱物組成、成分組成を



 

 

組み合わせることで、中世の石製品である石鍋
（今岡ら、2019）の産地推定もできるようにな
った。これについては、もともとの研究目的以
外の派生的な内容なので、ここでは省略する。 

この方法を用いて、山口県内にある古代ま
でさかのぼる４鉱山（図１）の鉛同位体比分析
を行ったところ、a式図と b式図を併用するこ
とで、識別可能であることがわかった（図 2）。 

ただし、これまでの研究で古代銭貨に原料
を供給した産地の候補となっていた長登鉱山
は、同位体比にある程度の幅があった。これは、
同鉱山が、銅や鉛を溶かし込んだ高温高圧のマ
グマ水がある程度の距離を移動しながら、時間
をかけて鉱物を晶出しつつ鉱床を形成してい
った「スカルン鉱床」であることから、同じ鉱
山内でも場所によって鉛同位体比の分別が起
きたと考えれば理解できる。 

周防鋳銭司（すおうのじゅぜ
んじ）は、長門鋳銭司が 825 年に
廃絶されたのを受けて設置さ
れ、その後 11 世紀半ばまで存続
した。和同開珎は近江国、播磨
国、大宰府、長門国など複数の鋳
銭工房で作られていたが、周防
鋳銭司では、皇朝十二銭のうち
４番目の富壽神寳から最後の乾
元大寳にいたる８種の銭貨鋳造
をほぼ独占したという。鋳銭の
年間目標量は350万枚から1,100
万枚であった。 

この遺跡は、1965 年度、1971
年度に発掘調査が行われ、1973 年には国史跡に指定されたものの、調査範囲は史跡指定地面積
の 5％に過ぎず、出土資料も廃棄された羽口やるつぼが主で、鋳銭に関わる明確な遺構は検出さ
れていなかった。山口大学山口学研究センターと山口市は、2016 年度から 2020 年度にかけて研
究プロジェクトを組み、2017 年度から発掘調査を進めた。本共同研究に関わる成果は以下の通
りである（山口市教育委員会文化財保護課編、2021）。 
（1）銭貨を鋳造した炉跡と考えられる被熱遺構を検出した。 
（2）被熱遺構に伴う掘立柱建物跡を検出し、銭貨鋳造工房の一端が明らかとなった。 
（3）周防鋳銭司が官営の銭貨鋳造所であることを

示唆する大型建物跡一棟や井戸（9 世紀末〜10
世紀初頭）などが確認された。大型建物跡（図
3）は、南北 6間以上×東西 2間で、直径 1.0m、
深さ 60cm の柱穴が 3.0m 間隔で並んでいる。平
面規模は南北 18m 以上×東西 6m で建物面積は
108m2以上である。ただし、柱穴は北側へ続いて
いるので、建物はさらに北へ広がっていると考
えられる。建物の東側と西側には、規模の小さ
な柱穴（直径 60cm、深さ 60cm）が 3.0m 間隔で
見つかっており、大型建物と一体をなす可能性
がある。その場合、建物本体（身舎（もや））に
廂（ひさし）がつく構造となり、建物規模は南
北 18m 以上×東西 12m、面積 216m2以上となる。 

（4）土器集積場所から、承和昌寳の鋳損じ銭２点
と、銹着した長年大寳の鋳損じ銭５点が出土
し、いずれも X線 CT によって銭文を確認した。
前者は COVID-19 の影響でそれ以上の分析がで
きなかったが、後者は鉛同位体比分析によっ
て、主として長登鉱山産原料が使われているこ
とがわかった。ただし、相互の数値にはわずか
ながら違いがあるため、同時に鋳造されたもの
ではない可能性がある。なお、承和昌寳の鋳損
じ銭が遺跡から出土したのは全国初である。 



 

 

（5）羽口・坩堝をあらたに検出し、付着熔融物の鉛同位体比分析を行って、いずれも長登鉱山
産原料を使用していたことがあらためて確認された。炉内熔融物は、主として長登鉱山産
原料と推定されるものの、数値にわずかなずれがあった（後述）。 

（6）遺構の層序から、史跡南東部は、第 1 段階:銭貨鋳造工房、第 2 段階:工房以外の施設、
に変化する可能性が高く、遺跡内の空間利用が時期によって異なっていたと考えられる。 

（7）出土した大量の羽口や坩堝には、高い規格性がみられた。また、記録にあらわれる鋳銭に
要する銅と鉛の比率は、4番目の富壽神寳から 11 番目の延喜通寳までの間、およそ 2:1 と
変動しておらず、これは鉛銭を除けば、自然科学的な成分分析の結果とほぼ整合する。鋳
銭に主として長登鉱山産の原料が一貫して使われていたこともあわせて考えると、一連の
銭貨製造過程には、一定の基準に基づいた管理が行われていたと推測される。 

これらの成果は、 
（1）山口大学総合調査事業講演会『「周防鋳銭司」を科学する』（主催：山口市教育委員会、共

催：山口大学/山口市、2019 年 3月 17 日） 
（2）山口市埋蔵文化財調査報告『史跡周防鋳銭司跡 —第 3次・4次・5次・6次調査-』（山口

市教育委員会/山口大学山口学研究センター、2021） 
（3）『山口大学山口学研究センター研究プロジェクト 古代テクノポリス山口 —その解明と

地域資産創出を目指して— 研究報告書』（山口大学山口学研究センター/山口大学人文学
部、2021） 

として取りまとめられた。 
前述した、周防鋳銭司跡出土資

料の鉛同位体比を図示したのが図
4である。出土した長年大寳のうち
１点と炉内熔融物は、長登鉱山の
数値に近いものの、わずかに異な
る数値を示した（今岡ら、2021；齋
藤ら、2021）。これは、例えば、地
質学的に年代が古くて厚い大陸地
殻を有する、朝鮮半島の嶺南山塊
や沃川変性帯の鉱山(Jeong et 
al., 2012；鄭、2019)の原料が、
スクラップなどとして一部混入し
たと考えれば説明できる（図 5：今
岡ら、2021）。 

亀田（2008）は、山口県域における朝鮮半島系資料に
関するこれまでの研究から、瀬戸内海沿岸域の交通要衝
に半島系資料の卓越した分布がみられることを指摘し
ている。山口県秋芳町にある国秀遺跡の 7世紀中葉の住
居からは、銅・青銅生産に関わる銅滓・銅鉱石・銅塊・
新羅系陶質土器無蓋高坏などが出土し、朝鮮半島からの
渡来工人による生産活動が推測されている。この遺跡の
銅生産は日本で確認できる最古の事例であり、ここで金
属・金属器生産に従事していた人びとは、8世紀に入る
頃、南東 7-8 km にある長登鉱山に移ったと考えられて
いる。同鉱山で朝鮮半島系考古資料は出土していないも
のの、木簡に「秦マ（部）酒手三月功」（長登銅山一〇
二）、「宇佐恵勝里万呂九月功」（長登銅山一〇三）とある
ことから、朝鮮系の秦氏系の人びとがここで働いていた
ことがわかる。山口県域から、青銅製品の生産遺跡を主導、統括する地域勢力、あるいは中央か
らの関与を示すような痕跡は見出されていないものの、銭貨の鋳造時に、こうした朝鮮半島から
の渡来人によってもたらされた資料の一部を再利用した可能性はある。 

このほか、周防国府跡の北側に位置する、朝鮮半島系の渡来人に関わる多々良廃寺からは、
朝鮮半島系かと推測される 7世紀後半の瓦が見つかっており、これを建立した多々良氏が、のち
に、周防の政務にあたった大内氏の源流になったとされることや、周防国府で 8世紀代に新羅系
土器が使用されていたことから、これらの時期に、朝鮮半島系の人びととのつながりがあったも
のと考えられる。長年大寳などが作られた 9 世紀代には、長保皐（チャン ボゴ）が統一新羅に
おいて日本との手広い交易活動に携わっていたことから、山口県域にある海上交通の便がよい
港も交流の拠点として使用され、朝鮮系の資料がもたらされたことは十分に推測できる。 

考古学的な発掘の結果から、朝鮮半島からの渡来人が関わっていたと考えられる香春岳の原
料は、これらとは異なる数値を示し、少なくとも、周防鋳銭司跡での銭貨鋳造との関連性は認め
られなかった。 

なお、本研究では、上述した山口市に所在する周防鋳銭司のほか、下関市に所在する長門鋳
銭司の出土資料を調査することも計画していたが、これも COVID-19 の影響で調査や分析用試料



 

 

のサンプリングに行くことができず、断念せざるを得なかった。ここは、遅くとも 730 年には銅
銭の製造を行っており、825 年に周防鋳銭司が設置されたことによって停止したとされている。
この地域は古くから和同開珎の銭笵など鋳銭関係遺物の出土が知られ、近世前期にはすでに鋳
造遺跡の存在が想定されていた。1929 年には土地が、また 1964 年には出土遺物が、それぞれ国
指定文化財になっている。分析は、2010 年と 2018 年の調査で出土した羽口、坩堝、鉱滓などを
対象とする予定であった。 

国産原料の開始時期については、岡山県荒神西古墳出土銅鋺や広島県横大道８号墳出土銅鋺
の鉛同位体比が、長登鉱山産原料と近いことから、少なくとも７世紀中葉まではさかのぼる可能
性があることがわかった（澤田ら、2019）。しかし、本研究で分析対象とした耳環などは、ほと
んどの資料で鉛濃度がきわめて低く、サンプリングする試料の量が少なくとも数十ミリグラム
以上ないと分析ができないことがわかった。これは、資料の外観を大きく損ねることになるため、
それ以上の調査を進めることはできなかった。 
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 ４．巻
齋藤　努、中井　歩 12
 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
中国四国地方で出土した銅鋺からみた国産銅鉛原材料の産出地と使用開始時期

国立歴史民俗博物館研究報告 31-41

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
澤田秀実、齋藤　努、長柄毅一、持田大輔 213
 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
讃岐国府跡出土金銅製龍頭の鉛同位体比分析結果

讃岐国府跡 515-516

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
齋藤　努 2
 １．著者名



2018年

2018年

2019年

2017年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
竹松遺跡出土湖州六花鏡の鉛同位体比分析結果

新幹線文化財調査事務所調査報告書　第５集　九州新幹線西九州ルート（長崎ルート）建設工事に係る埋
蔵文化財発掘調査報告書Ⅴ　竹松遺跡Ⅱ

295-299

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
齋藤努 －
 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
宇治橋断碑について

古代東アジアの文字文化と社会 143-151

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
竹内　亮 -
 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
後期前方後円墳の諸相とその背景

境界の考古学 337-348

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
高橋照彦 -
 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
文献からみた国・郡・寺院の「庁」における政務とクラ

奈良文化財研究所研究報 125-132

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
古尾谷知浩 20
 １．著者名



2018年

2018年

2018年

2018年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
大阪府野中古墳出土品の再検討

大阪大学大学院文学研究科紀要 1-100

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
高橋照彦・中久保辰夫・橋本達也・三好裕太郎・竹内裕貴 58
 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
津久井城出土金粒かわらけと小田原城出土金箔かわらけ等の主成分分析結果

国立歴史民俗博物館研究報告 153-169

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
齋藤努 210
 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
国分銅山資料の鉛同位体比分析結果

姶良市埋蔵文化財発掘調査報告書　第７集　姶良市内遺跡発掘調査報告書　ー平成24-28年度市内遺跡発掘
調査事業ー

164-166

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
齋藤努 －
 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
加治木銭鋳銭所跡出土資料の鉛同位体比分析結果

姶良市埋蔵文化財発掘調査報告書　第７集　姶良市内遺跡発掘調査報告書　ー平成24-28年度市内遺跡発掘
調査事業ー

160-163

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
齋藤努 －
 １．著者名



2018年

2017年

2017年

2018年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
田中晋作「まとめ」

史跡　史跡周防鋳銭司跡の研究Ⅰ　－第３次発掘調査概要報告書－ 23

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
田中晋作・齊藤大輔・青島啓・北風嵐・楮原京子 －
 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
武器の拡散にみる地域間関係

古代武器研究 5-20

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
田中晋作 13
 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
古墳時代中期の鎹出土古墳について　－百舌鳥・古市古墳群の勢力のもとに編制された軍事組織の特質－

古代学研究 1-22

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
田中晋作 214
 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
正倉院三彩小塔考─国分寺草創期の東大寺前身寺院─

『待兼山考古学論集』Ⅲ＜大阪大学考古学研究室開設30周年記念論集＞ 761-772

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
高橋照彦 －
 １．著者名



2017年

2017年

〔学会発表〕　計33件（うち招待講演　22件／うち国際学会　6件）

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

第1回　文理融合シンポジウム（招待講演）（国際学会）

第2回　文理融合シンポジウム（招待講演）（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

齋藤　努

齋藤　努

 ４．発表年

 ４．発表年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

傷つけずに測る文化財のナカミ

負ミュオンによる歴史資料の完全非破壊分析

 １．発表者名

 １．発表者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
中世前期の対馬と貿易陶磁

貿易陶磁研究 3-26

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
荒木和憲 37
 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
山陽の中期古墳　ー吉備、安芸、周防、長門ー

中期古墳研究の現状と課題Ⅰ　ー広域編年と地域編年の齟齬ー 99-106

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
澤田秀実 －
 １．著者名



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

九州考古学会2019年度夏季大会「古代の山口」（招待講演）

日本学術会議中国四国会議公開学術講演会（招待講演）

日本文化財科学会第36回大会

韓国城郭学会2019年度春季学術大会『清州の城郭と父母山城』（招待講演）（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

田中晋作

田中晋作

今岡照喜・森　康・鈴木康之・楮原京子・横山成己

亀田修一

 １．発表者名

 １．発表者名

 ３．学会等名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

滑石製石鍋からみたアジア大陸東縁における中世の交易と流通：城久遺跡群と博多遺跡群出土石鍋の岩石記載と化学組成

清州父母山城の瓦が語るもの

 ４．発表年

古代の山口と史跡周防鋳銭司跡

古代テクノポリス－史跡周防鋳銭司跡の調査と銭貨鋳造－

 １．発表者名

 １．発表者名



2019年

2019年

2020年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

一般社団法人日本考古学協会2019年度岡山大会（招待講演）

「古代日本における青銅器原料」研究会（招待講演）

倉敷市文化財保護審議会（招待講演）

考古学研究会第65回総会・研究集会（招待講演）

 ２．発表標題

 ２．発表標題

竹内 亮

 ３．学会等名

亀田修一

澤田秀実

澤田秀実

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ４．発表年

古代吉備の対外交流-5・6世紀を中心に-

環頭大刀に用いられた銅、鉛原材料とその産出地

箭田大塚古墳出土の単鳳環頭大刀柄頭について

日本古代の銅生産と流通―長登銅山跡出土木簡の検討から

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年



2019年

2019年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

日本文化財科学会第35回大会

中国四国前方後円墳研究会第21回研究集会（招待講演）

（第9回）山口大学考古学研究会（招待講演）

シンポジウム「京の翠とわざの粋－緑釉陶器と緑釉瓦」（招待講演）

 ２．発表標題

 ２．発表標題

高橋照彦

高橋照彦

齋藤　努、高橋照彦

亀田修一

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

日本古代銭貨をめぐる諸問題―研究の現状と課題―

平安京周辺における緑釉陶器生産―石作窯の特質をめぐって―

会昌開元の鉛同位体比分析

古墳時代中期の交流－中国四国地方を中心に－

 ３．学会等名



2018年

2019年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

地域と考古学の会・浜松市博物館・静岡県考古学会シンポジウム「静岡県と周辺地域の官衙出土文字資料と手工業生産」（招待講演）

史跡二子塚古墳講演会　調べる！語る!!　双龍環頭柄頭（招待講演）

一般社団法人日本考古学協会第84回総会

一般社団法人日本考古学協会第84回総会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

中久保辰夫、福永伸哉、高橋照彦、上田直弥

綿引恒平、清水志郎、明主航、石井清司、水谷壽克、高橋照彦、松村圭祐、木立雅朗

古尾谷知浩

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

猪名川流域における前期古墳の築造動態―万籟山古墳発掘調査による新知見を基礎として―

京都府亀岡市篠窯跡群 「小型三角窯」の復原と焼成実験

文献史料からみた地方官衙と手工業

環頭大刀に用いられた銅鉛原材料とその産出地を探る

 １．発表者名

 １．発表者名
澤田秀実



2018年

2018年

2018年

2017年

 ３．学会等名
日本文化財科学会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第40回木簡学会研究集会

 ２．発表標題

 ２．発表標題

竹内　亮

竹内　亮

齋藤　努

齋藤努、今岡照喜、高橋照彦、田中晋作

 ３．学会等名

「銅由来の鉄」長登専門委員会

「銅由来の鉄」長登専門委員会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

「長登銅山跡の発掘調査と出土木簡」補足説明

長登銅山跡出土木簡から見た古代銅製錬

山口県内鉱山と出土資料の鉛同位体比

山口県を中心とした鉱山・遺跡資料の高精度鉛同位体比分析

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2017年

2017年

2017年

2017年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第60回明治大学博物館公開講座考古学ゼミナール（招待講演）

おじょか古墳発掘50年記念シンポジウム　おじょか古墳と５世紀の倭（招待講演）

主管馬韓研究院「2017年馬韓研究院国際会議『馬韓のムラと生活』」（招待講演）（国際学会）

齋藤努

齋藤努

亀田修一

高橋照彦

九州史学会（招待講演）

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

鉛同位体比からみた青銅器原料の産地

鉛同位体比からみた志摩地域出土青銅製品の原料産地推定

日本列島古墳時代の馬韓系集落

古代末期における窯業生産の変容―丹波・篠窯の須恵器・瓦・緑釉陶器を中心に―

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2017年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第20回中国四国前方後円墳研究会『中期古墳研究の現状と課題Ⅰ　ー広域編年と地域編年の齟齬ー』（招待講演）

古代における谷底平野および周辺丘陵部の開発と宗教施設の展開に関する研究

第21回古代官衙・集落研究集会（招待講演）

 ３．学会等名

古尾谷知浩

古尾谷知浩

田中晋作・青島啓

澤田秀実

山口大学人文学部考古学研究室　「第７回考古学研究会」

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

「『律令制』と土器」再論

文献からみた国・郡・寺院の「庁」における政務とクラ
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